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。ナルド・サザーランド

エリオット・グールド

ム・スケリッ

サリー・ケラーマン

ロパート・テ、ュボール

ジョー・アン・プフルーク

Jレオいオ圃ーー'父Jレ手ふョノフア

ロジャー・ボーウェン

ゲイリーげくーゴフ

デビッド・アーキン

フレッド・ウィリアムソン

マイケル・マーフィ

キム・アトウッド

ティム・ブラウン

インダス・アーサー

ジョン・シャツク

製作インゴー・プレミンジャー

監督ロパートアルトマン

脚色リング・ラードナーJr.

原作リチヤード・フッカーの小説

M-A-S-H(移動野戦外科病院)より

撮影ハロルド・スタイン

音楽ジョニー・マンデル

サントラ盤

〈もしもあの世にゆけたら>CBS ・ソニーレコード

〈自殺のよろこひツ MCA レコード
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マッシュとし寸映画

南部圭之助氏(映同評論家)は一一一

この若い外科将校集団は過去のすべての喜劇体系を解剖手術し

て、峡間に新しい生命を与えた。鮮烈な頭脳間較とリミットのな

いエネルギーによる波状攻撃は、知性と常識とし、う軽薄なレーダ

ーをアッというまに笑殺し、 1 時間5ω9分を息息、つくひまもない袋袋，↑

なスピ一ドででで、υ.[↑快[，‘央失定走A する 0 生殖器も数分間一二回にわたる笑撃をくら

ったが、肝臓笑害はまだ通信途絶で不明だ。頭脳は台風直後の快

晴ムードだが、爆笑の収約解明にはあと数閉め鑑賞を必要としよう。

ニューヨーク・タイムス紙は一一一一

「マッシユ J は、無神論と生血とユーモアをつきまぜた作品だ。

作品の総体的な犯 L、は感情の自由と冷たい機知とショッキングな

良識である。不孫、不敵なお笑いタップリの映画だ。

淀川長治氏(映両評論家)は一一一

“エム・エー・エス・エイチ"“マソシュ刊いまにこの言葉が大

j荒行-するのではないかと，思う。

第一次大戦のあとブロードウェイの舞台で u ホワット・プライ

ス・グローリー‘ という兵隊劇が大ヒットしたことがあった。そ

れまでは兵隊劇といえば涙と愛国の英雄が主人公であったものが、

この舞台劇は兵隊を豚小合の中のキャベツのくさったモノみたいに

描いてしまったのであった。そしてこれは映雨でもサイレント時

代に一回、そのあとトーキーで~一回。前者はラウォル・ウォルシ

ユ、あとのほうはジョン・フォードで映同化されたが、この舞台

劇は、たちまちサノパガン(サン・オブ・ア・ガン)という汚い

兵隊言葉を流行させた。この野郎/とし寸兵隊と兵隊がIi 'v 、をさ

げすみあい下等あっかいした言葉。実はもっと汚い意味もふくん

でいるのであろう。

大正時代から昭和初めにかけて兵隊を軍神呼ばわりしていた私

たちはこの映画化されたサイレント映闘「栄光J を見てひっくり

かえるくらいピックリし そして痛快がった。

きて・・・・・・こんどの マッシュ は・・・・・・とんでもない・・・・・・それど

ころではなかった。

マッシュュとはモービル・アーミー・サーージカル・ホスピタノレ(移動

野戦外科病院)の頭文字の四字を集めたものであるが、この映簡

を見れば誰もが何かと“オー・・・マッシュ'と使用したくなろう。

朝鮮戦争たけなわのその前線のキャンプ外科病院。映画は初め

っから終りまで血だらけの負傷兵のその血、血、血。腹をえぐり、

足を切り、 自だまをくりぬく・・・・・・それらはすべて死の迫る負傷兵

への名産たちの死にものぐるいの手当てなのであるが、ここには

ナイチンゲールくそくらえノとでも云いたい兵隊名医のげすばっ

たさまが開いた口がふさがらぬ汚き野卑き下等さ好色きてい描かれ

て千子く。

俺はホモなんだと叫ぶ者もあれば、女の兵隊のからだを見せる

ぜ・・・・・・というわけでその女兵隊がテント小舎でシャワーを浴びる

そのテントをばきりと切り溶すヌード・ショーのハプニングロ女

兵隊は怒り狂って全線で地べたを遁い由る。それを眺め、ゃんや

の大喝釆の兵隊野郎だち・・・・・・かと思うと・・・・・・女兵隊男兵隊・・・・・・も

ちろん彼らはすべて前線の名医と呼ばれる軍医なのだが・・・・・・この

女この男が、ついに互いに一つのベッドを共にする、ところがそ

のベッドの下にマイクを仕かけ、この二人の愛のうめき噛きを、

中けし可で、兵舎すべての全キャンプに、しかも拡声器をもってボ

リューム上げて欣送してしまう。

見ていて腹の皮がよじれるくらい可笑しくてノ\レンチで、笑い

が止まらぬ・・・・・・さてその i忠j rnj の奥の奥に・・・・・・私たちは戦争の、 こ

の|勾を裂き足をもぎとり心臓を掴み出す、このまぎれもない神の

許し給わぬ残酷を人間が人間に犯すその愚かきその非情それらへ

の怒りがこみあげて「雨にぬれた舗道J のロパート・アルトマン

監督は再びここに彼の作品経歴の中に大きなマークをのこした注

目イ乍を Jγ ち出したことになる。

ライフ誌は一一一一

近年まれに見る最高傑作の喜劇。 rマッシユ J は、ある人たち

には半直に受けとりにくい作品だろう。というのは、いかなる喜

劇、いかなる同類の映尚も、これほど、われわれに挑戦して来升

いからだ。

高山秀子さん

(オランダテレビ同アシスタント)は一一一一

スクリーンに湧きでる人血のしぶき。狼談を交わしながら手術

を進める誕医達。戦争とはかくもばかばかしい人間のゲームなの

か。この映画が非人間的存在を続ける現代の我々にむけている強

烈なる挑戦を如何に受けとめるか。笑いの奥にひそむ無気味な静

けさを観客は感じとらねばならなし \0 MASH とは葬らねばなら
ぬ現代の用語ではないのか。

鈴木明夫君(学生)は一一一

大変おもしろい映闘です。大声をだして笑いました。大変恐し

映画です。驚きました。

佐藤忠男氏(峡間評論家)は一一一一

jfr来の傑作だと思います。ブラック・ユーモアめ尖端を行く

というより、怒りのユーモア、とも云うべき新分野を開発した映

闘だと思います。

福岡 翼氏(女性セブン編集部)は

お腹をかかえ、声をかぎりに笑いころげているうちに、その笑

いが、途中でこおりついてしまったD 人間の怒りと悲しみを、こ

んなに明るくおおらかに描いた映臨は、おそらくこれ一本限りだ

ろうと思う。笑いころげて、映闘が終ったあとから涙と恐怖がつ

きあげてくる。 rM*A宮崎 S *HJ とは一一一毛見イそのノくイブルであ

る。 1970年の今だからこそ、克ておくべき貴重な映画である。


